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ム遊びなどに五感を使った体験を通じて、心身ともに成長できる保育環境を整えています。年齢別の保育
方針を定め、担当制や縦割り保育を取り入れて、他の園児と一緒に成長していけるようなプログラムを通
じて、優しい心と健康な身体を持ち、何事にも意欲的に取り組む子どもになることを目標に掲げています。
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
様
々
な
社
会
的
背
景
か
ら

地
域
の
福
祉
課
題
、
生
活
課
題
は
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
で
は
「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、

各
地
域
に
お
い
て
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整

備
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
会

で
は
昨
年
か
ら
「
地
域
福
祉
活
動
支
援
計
画
・

強
化
発
展
計
画
」
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
み
え
21
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
た
な
計
画
で
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
相
互
に
高
め
合
う
こ
と
や
、
開
発

的
な
視
点
で
確
実
に
取
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
福
祉
の
理
念
や
本
質
に
軸
足

を
置
き
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
基
本
姿
勢
に
、

各
種
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

三
重
県
の
福
祉
向
上
に
向
け
て
、
長
き
に

わ
た
り
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
な

ど
が
協
議
し
、
連
携
・
協
働
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

本
会
役
職
員
一
同
、
今
後
と
も
地
域
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

平
素
よ
り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
県
民
の
皆

さ
ま
、
ま
た
、
運
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
は
昭
和
22
年
に
始
ま
り
、

本
年
度
で
73
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
ま
し
た
。
共

同
募
金
は
時
代
の
変
化
の
中
で
求
め
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

と
し
て
定
着
し
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上

に
役
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
共
同
募
金
に
対
す
る
県
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
の
変
化
等
に
伴
い
、
募
金
実
績

額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
三
重
県
共
同
募
金
会

で
は
70
年
答
申
に
示
さ
れ
た
参
加
と
協
働
に

よ
る
「
新
た
な
た
す
け
あ
い
」
の
創
造
を
目

指
し
て
、
共
同
募
金
の
配
分
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
内
各
地
は
地
震
や
台
風
な
ど
の

大
規
模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
は
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ

り
関
東
地
方
を
中
心
と
し
て
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
三
重
県
共
同
募
金
会
は
、

被
災
者
の
方
々
を
支
援
す
る
た
め
災
害
義
援

金
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
災
害
等
準
備
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
て
、
被
災
県
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
経
費
へ
拠
出
す
る

等
、
災
害
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
重
県
共
同
募
金
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る

た
め
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」

が
十
分
機
能
す
る
よ
う
に
更
な
る
努
力
を
続

け
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
所
感  

～
新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

社会福祉法人
三重県社会福祉協議会

会長　井村 正勝

社会福祉法人
三重県共同募金会

会長　中川 千惠子
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福祉教育の取組について福祉教育の取組について特
集

鈴
鹿
市
社
協

鈴
鹿
市
社
協

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
事
業

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
事
業

鈴
鹿
市
社
協
が
取
り
組
む
福
祉
教

育
事
業
の
１
つ
に
鈴
鹿
市
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
（
以
下
、「
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
」
と
い
う
。）
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
方
や
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
の
あ
る
方
と
の
ふ
れ
合
い
や

交
流
活
動
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
人
格
を
認
め
合
い
、
生
き
る

事
を
喜
び
合
え
る「
思
い
や
り
の
心
」

と
「
共
に
生
き
る
」
こ
と
の
尊
さ
に

気
づ
く
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社

会
で
の
役
割
や
協
働
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
度
で
35

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
は
、
夏
休
み
に

鈴
鹿
市
内
の
福
祉
協
力
校
の
小
学
校

か
ら
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の

希
望
者
が
参
加
し
、
地
域
の
福
祉
施

設
を
訪
問
し
ま
す
。
中
学
校
・
高
等

学
校
の
部
は
２
～
３
日
間
、
小
学
校

の
部
・
特
別
支
援
学
校
の
部
は
１
日

間
訪
問
し
た
施
設
で
体
験
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
・
高

等
学
校
の
部
で
は
、
事
後
学
習
会
に

参
加
し
ま
す
。
事
後
学
習
会
で
は
壁

新
聞
を
作
成
し
、
全
体
で
学
び
得
た

こ
と
を
共
有
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
受
入
施
設
は
34

か
所
、
参
加
者
は
小
学
生
１
６
１

名
、
中
学
生
31
名
、
高
校
生
13
名
、

特
別
支
援
学
級
１
名
の
計
２
０
６

名
で
し
た
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
変
遷

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
変
遷

も
と
も
と
は
、
三
重
県
社
協
か
ら

の
助
成
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。当
時
は
、青
少
年
セ
ン
タ
ー

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
利
用

者
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、
車
い
す
体

験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
持

つ
た
め
に
、
市
の
担
当
部
署
に
働
き

か
け
、
当
時
の
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
訪

問
先
の
う
ち
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
お
宅
の
清
掃
な
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
外
で
事
後
学
習
会
を

し
て
い
る
と
い
う
例
を
聞
き
、
鈴
鹿

市
社
協
で
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
当

「福祉教育」は、教育分野と社会福祉分野が重なり合っており、幅広い視点でとらえ
られます。主には「子どもたちの学びの支援」と「住民主体の『地域福祉』の推進」と
いう２つの流れがあります。 （全社協 HP 参照）

子どもたちの学びを支援する取り組みは、戦後まもなく各地で始まりました。これは、
日本国憲法が制定され、教育の分野でも大きな改革が必要となったことが背景にあると
いえるでしょう。各地での断続的な取り組みをもとに、昭和 52 年には、国庫補助事業
として「学童・生徒のボランティア活動普及事業」が始まりました。　

今回は、鈴鹿市社協における 40 年近くにわたる福祉教育の取り組みをご紹介します。
鈴鹿市社協では、事業実施を通して、地域の社会資源と積極的に連携し子どもたちの

学びを支えてきました。また、社協内の部署を横断して事業に関わることで、組織の基
盤づくりとなることも意識して取り組まれてきました。

鈴鹿市社協における福祉教育事業に、初期より関わられている法人担当副参事の渥美
秀人さんと現担当者の坂侑里子さん（地域福祉課）にお話をうかがいました。
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初
は
、
施
設
で
の
体
験
の
最
終

日
に
鈴
鹿
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
生
徒
、
先
生
、
社
協

担
当
職
員
も
一
緒
に
宿
泊
を

し
、
参
加
し
た
生
徒
が
壁
新
聞

を
作
成
し
、
翌
日
に
発
表
を
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

現
在
の
事
後
学
習
会
は
、
生

徒
の
拘
束
時
間
や
安
全
面
の
こ

と
を
考
慮
し
、
宿
泊
は
行
わ
ず

に
、
午
前
中
か
ら
お
昼
を
ま
た

い
で
壁
新
聞
を
作
成
し
、
午
後

か
ら
発
表
を
す
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。
発
表

時
に
は
受
入
施
設
の
担
当
職
員

の
方
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

体
験
学
習
時
の
生
徒
の
様
子
や

利
用
者
の
方
の
様
子
な
ど
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

事
後
学
習
会
で
作
成
し
た
壁

新
聞
は
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
受

入
施
設
、
学
校
や
鈴
鹿
市
の
社

会
福
祉
大
会
の
会
場
に
て
掲
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
の
中
か
ら

代
表
し
て
２
名
の
方
に
、
社
会

福
祉
大
会
で
体
験
を
発
表
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ワークキャンプのプログラム例 （Ａ施設のプログラム例）

１日目 ２日目 ３日目
10：00 集合 10：00 集合 10：00 集合
10：10 オリエンテーション 10：10 福祉車両乗車体験 10：10 職種別体験

施設紹介・利用者さんに挨拶 福祉用具体験 理学療法士（リハビリの見学）
10：45 ラジオ体操など
11：15 施設探検 11：15 食事の配膳 11：15 食事の配膳
12：00 休憩 12：00 休憩 12：00 休憩
13：00 高齢者について知ろう 13：00 環境整備のお手伝い 13：00 レクリエーションの準備

移動のお手伝い
14：00 利用者さんとお話 14：00 レクリエーション①（制作） 14：00 レクリエーション②
14：30 ふり返り 14：30 ふり返り 14：30 ふり返り
15：00 終了 15：00 終了 15：00 終了

▲▲

事
後
学
習
会
の
様
子

事
後
学
習
会
の
様
子

▲▲

社
会
福
祉
大
会
で
の
発
表
の
様
子

社
会
福
祉
大
会
で
の
発
表
の
様
子

▲体験初日には必ず社協職員が生徒・施設職員・先生に対して▲体験初日には必ず社協職員が生徒・施設職員・先生に対して
　オリエンテーションを行います。　オリエンテーションを行います。

▼訪問施設の利用者との交流▼訪問施設の利用者との交流
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参
加
し
た
生
徒
の
変
化

参
加
し
た
生
徒
の
変
化

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る

前
は
「
ふ
く
し
」
＝
「
介
護
」「
高

齢
者
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
た
く
さ

ん
の
人
、
職
業
の
方
と
関
わ
る
な

か
で
、「
ふ
く
し
」
の
対
象
者
は
高

齢
者
だ
け
で
な
く
全
て
の
人
を
対

象
と
し
て
い
て
小
さ
い
子
ど
も
か

ら
大
人
、
高
齢
者
の
方
、
障
が
い

者
の
方
ま
で
、
幅
広
い
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

施
設
に
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
段
は
前
を
通
っ
て
い
た
だ
け
の

場
所
が
知
っ
て
い
る
場
所
に
な
り
、

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
初
は
不
安
そ
う
な
生
徒
も
多

い
で
す
が
、
最
終
の
ふ
り
返
り
の

時
間
に
は
表
情
も
緩
み
ま
た
参
加

し
た
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
す

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

 

渥
美
さ
ん 

今
の
形
が
ベ
ス
ト
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
夏
休
み
の

数
日
、
福
祉
の
現
場
で
何
か
感
じ
て

も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
体
験
が
良
い
の
か
、

職
員
の
中
で
意
識
を
持
ち
、
研
鑽
し

て
き
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
場
を
提

供
す
る
か
、
体
験
日
数
や
時
間
の
設

定
、
関
わ
る
人
な
ど
時
代
に
応
じ
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
担
当
者
に
は
、生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
考
え
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま
た
、

施
設
の
職
員
の
方
と
も
協
力
し
て
よ

り
良
い
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
構
築
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

坂
さ
ん 

施
設
の
担
当
職
員
の
方
に
毎
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
考
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
最
近
は
参
加
生
徒

の
感
想
や
事
後
学
習
会
の
発
表
な
ど

か
ら
、
生
徒
に
人
気
の
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。「
と
ろ
み
食
体
験
」「
理
学

療
法
士
や
看
護
師
等
専
門
職
の
講

話
」
な
ど
、
参
加
生
徒
が
よ
り
た
く

さ
ん
の
人
や
職
業
と
ふ
れ
あ
え
る
、

体
験
内
容
の
濃
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
生
徒

の
方
に
「
ふ
く
し
」
を
知
る
、「
ふ

く
し
」
に
ふ
れ
る
１
つ
の
き
っ
か
け

と
し
て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ワークキャンプ実施に係る主な会議等
４月 鈴鹿市教育委員会後援依頼。

５月 福祉協力校担当者会議および鈴鹿市福祉施設連絡協議会を開催し、ワークキャンプ
の概要を説明。

６月 福祉協力校およびワークキャンプ受入施設が会するワークキャンプ打ち合わせ会議
を開催し、受入施設と学校で日程や参加人数等を協議。

７月 鈴鹿市社協地域福祉グループ職員へのオリエンテーション実施。

９月 ２回目の福祉協力校担当者会議および鈴鹿市福祉施設連絡協議会を開催し、ワーク
キャンプの実績報告と文集のコメントの依頼を行う。

12 月 鈴鹿市ワークキャンプ文集作成・発行。
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種　目 開催地
結　果

リーグ 結　果 チーム ･ 個人名 備　考
ゴルフ 橋本市 65 歳 ~ 69 歳の部 9 位 ／ 51 人 上野 生知子 優秀賞

マラソン 太地町 60 歳 ~ 69 歳の部
3km（男子） 1 位 ／ 20 人 越智　眞人 優　勝

水　泳 和歌山市
－

2 位 ／   9 人 原　　鉄雄 背泳ぎ 25m 男子（70 歳 ~ 74 歳の部）
1 位 ／   6 人 〃 背泳ぎ 50m 男子（70 歳 ~ 74 歳の部）
3 位 ／   8 人 西口　郁夫 自由形 50m 男子（70 歳 ~ 74 歳の部）
1 位 ／   8 人 後藤　弘美 平泳ぎ 25m 女子（60 歳 ~ 64 歳の部）
1 位 ／ 10 人 〃 平泳ぎ 50m 女子（60 歳 ~ 64 歳の部）
1 位 ／ 13 人 川口 ひろみ 自由形 25m 女子（60 歳 ~ 64 歳の部）
3 位 ／ 10 人 〃 バタフライ 50m 女子（60 ~ 64 歳の部）

団体戦 4 位 ／ 30 組 三重県 混合メドレーリレー（280 歳以下）
オリエン

テーリング かつらぎ町 － 3 位 三重県
オリエンテーリング協会 －

サッカー 上富田町 － 2 位 伊賀 FC シニア 準優勝　A ブロック（1 勝 2 分）

ソフト
バレーボール 橋本市

予選リーグ 1 位
四日市クラブ

U ブロック（2 勝 0 敗）
順位別リーグ戦
第 1 位グループ 3 位 第 7 ブロック（1 勝 1 敗）

合気道 田辺市
－ － 落合　悦子 最高齢者賞（76 歳）
－ － 杉田　憲司 高齢者賞（76 歳）

囲　碁 海南市
個人戦

13 位 ／ 58 人 松下　哲夫 優秀賞（みかんブロック）
13 位 ／ 61 人 田中　正明 優秀賞（うばめがしブロック）
  2 位 ／ 59 人 小西　昭裕 全勝賞（くじらブロック）

団体戦 2 位 ／ 61 チーム 三重県チーム 準優勝

ねんりんピック紀の国わかやま大会結果（三重県参加 22 種目）受賞者・成績優秀者

　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、60 歳以上の方を中心に、全
国のあらゆる世代の方々がスポーツや文化種目の交流大会、健康や福祉に関する多彩なイベント等
を通じて健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚を図ることを目的とした祭典です。
　本年度は、11 月８日から 12 日の５日間の日程で和歌山県にて開催されました。三重県からは
126 名の選手が出場し、各種目で活躍されました。その中でも特に優秀な成績を残された方々（チー
ム）のご報告をさせていただきます。
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住友生命保険相互会社三重支社様から
チャリティ募金のご寄付をいただきました
　住友生命保険相互会社三重支社様が、11 月 28 日（木）
に開催した「住友生命 33rd 全国縦断チャリティコンサート」
の会場で寄せられた募金の中から、本会に 15 万円をご寄付
いただきました。寄付金は、他に西日本豪雨、北海道胆振東
部地震被災地への楽器寄贈に充てられています。誠にありが
とうございました。

左から順に
住友生命保険相互会社　三重支社長　　　  柿木田 修 様
三重県社会福祉協議会　会長　　　　　　  井村 正勝

全国ナイスハートバザール 2019 in みえ
「出会い」 ～やって来い・よって来い in 津～

　このバザールは、三重県内をはじめ全国の社会就労センター（障が
い者就労支援事業等）で生産・製造された商品を展示販売し、販路の
拡大・障がい者の工賃水準の向上を図ると共に、広く開催県民の理解
を深めていただき、障がいのある方々の社会参加を促進することを目
的に開催されます。なお、本事業は、令和元年度台風 19 号等災害復
興支援事業として開催されます。

主　　　催　社会福祉法人 全国社会福祉協議会・全国社会就労センター協議会
　　　　　　認定特定非営利活動法人 日本セルプセンター
　　　　　　三重県社会就労センター協議会

日　　　程　令和２年２月 19 日（水）～２月 23 日（日）

時　　　間　19 日（水）　11：00 ～ 19：00
　　　　　　20 日（木）～ 22 日（土）　10：00 ～ 19：00
　　　　　　23 日（日）　10：00 ～ 16：00

場　　　所　イオンモール津南　みなみの広場（SPORTS DEPO 前）
　　　　　　〒 514-0817　津市高茶屋小森町 145 番地

お問合せ先　三重県社会就労センター協議会 事務局
　　　　　　〒 514-1115　津市木造町 1824 番地
　　　　　　TEL：059-255-1102　　FAX：059-255-1103
　　　　　　（担当　北林・辻岡）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

平成31年度

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定
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ありがとうメッセージありがとうメッセージ
心も一緒に届いています心も一緒に届いています

障がい者サポートセンターのぞみの里

社会福祉法人名張育成会 育成園成峯

平成 30 年度 NHK 等歳末たすけあい配分

成人を迎えられた利用者さんをみんなでお祝いしました。

歳末たすけあい義援金を活用して、成人を迎
えた利用者さんのご家族やお世話になった先生
方をお招きして、お祝いの会を開催しました。

おいしい料理にお祝いメッセージ、思い出の
フォトムービーに合唱と素敵なお祝い会ができ
ました。

ありがとうございました。

新年会を開催しました。

新年会冒頭に保護者会の会長と所長から新年のあいさつがあり、活動の様子を
スライドショーで上映しました。続いて桔梗フィルハーモニカ様による演奏が行
われ、ハーモニカ演奏が始まると手拍子をしたり、演奏に合わせて、家族と一緒
に合唱を行い、楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

昼食はお寿司をメインにし
たお食事を満喫されました。
日頃、食の進まない方も美味
しそうに召し上がられ、皆さ
んに笑顔で新年会を楽しんで
いただけました。

平成 30 年度 NHK 等歳末たすけあい配分


